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全事研熊本大会開催！！ 
 ８月５日から７日までの３日間、熊本市の県立劇場を中心に第４７回全事研熊本大会が開催されました。全国から２

２００名を超える事務職員の方々が参加されました。（長崎県からは１０７名の参加）長事研も第３分科会で研究報告を

行いました。多くの方々の御協力で大変有意義な分科会となりました。ありがとうございました。その際、スタッフと

して参加してしただいた方々からも心強い感想をいただいています。それは、また別のかたちで御紹介いたします。熊

本大会の前日の８月４日には平成２７年度全事研定期総会が県立劇場演劇ホールで開催されました。総会には、上戸会

長と佐藤副会長が出席いたしました。全事研総会の報告、全事研熊本大会の概要については、詳しくは全事研ホームペ

ージの熊本大会速報に掲載されていますのでそちらで御覧ください。今回の会報は、熊本大会第３分科会で「カリキュ

ラムマネジメントと学校事務職員」と題して行われました雪丸先生の御講演を全文記載いたします。学校を劇団に例え

てカリキュラムマネジメントを説明していただき、大変分かりやすく有意義な講演でした。この機会に、是非再度御講

演をお読みください。紙面の都合上２回に分けて配信させていただきますので御了解ください。また、今回は雪丸先生

の許可をいただき記載できることになりました。無断での転載等は堅くお断りいたします。 
＊記載にあたって、句読点及び（ ）書きについては、編集者で挿入いたしました。また、読みやすくするために

文語調に一部変更しています。                                                                                                                                 

「カリキュラムマネジメントと学校事務職員」                               

講師：雪丸武彦先生 
全事研熊本大会 第３分科会にて  H27.8.6 

長崎県立大学の雪丸と申します。私現在勤務校の方で教

職課程という教員の免許を取得するためのコースが大学に

あるのですけれども、そこの担当の教員として働いており

まして、教育経営論・教育方法論・教育課程論等の科目を

担当しまた、教育実習指導ということで学生が教育実習に

行く際の様々な事前指導・事後指導なども行っております。 
 この度助言者という大役を仰せつかったわけですけど私

の力は微力ということでもあるのですけれども、できる限

り長崎県の学校事務の将来でありましたり、またさらには、

全国の学校事務の将来であったり、さらには、子どものよ

りよい学びの保証のために何かしら力を尽くしたいなとい

う風に考えている次第です。 
 それでは講演の方を始めたいと思うのですが、カリキュ

ラムマネジメントと学校事務職員というかなり広いタイト

ルですね、つけさせていただきました。このタイトルでじ

っくりお話ししようとすると、たぶん１日かかっても終わ

らないのだろうなという風に思うのです。長くお話しはで

きませんので、１つ２つ得るものがあればいいなと思って

今日この講演を組んだ次第であります。 
 最初にカリキュラムとは何かということ、そしてカリキ

ュラムマネジメントとは何かということを簡単にお話しし

て、その後これから学校のカリキュラムを考えていく上で

学校事務職員の方が非常に重要な存在になるよというお話

をしたいという風に考えています。 
 学生に私いつも「カリキュラムとは何だろうか」という

話をする時にこんな風に話をするのです。 
 まず、学校を「劇団」にたとえますと、劇団長をしてい

て且つ監督をしている人が「校長」なんだという話です。

そして演技をしている俳優さんが学校の「先生」なんです。

俳優には、それぞれに得意分野や、教科の専門性があるの

です。それをもって演技をするのだということです。一方

「学校事務職員」は、俳優さんのお給料のこととかいろい

ろされたりですとか、福利厚生・出張に関することとか、

いろいろな文書作成とか、舞台がちょっと壊れていたりと

か穴が開いていたり、カーテンが破れていたり、そういう

ときは貢献してくださる存在なのです。また、その他にも

学校にはいろいろな黒子という人がいまして、用務員さん、

学校給食の場所があればいわゆる給食のおばちゃんという

人の存在だったり、スクールカウンセラー・スクールソー

シャルワーカーもそうかもしれません。そういった黒子と

いうのが学校にはいてそれによって成り立っているのだと

ゆうことです。それではカリキュラムっていったい何なの

かというと、「脚本」なんですね。この「脚本」というもの

をいいものを作らなければ学校というのはよい学校とはい

えないということで、これを懸命に汗水垂らして考えなけ

ればならないといたった話をしています。劇団考える上で

実は２つの管理会社と協会というのがあるんだよという話

も学生にしています。ちょっとここら辺が学生にはわかり

にくいところがあって、丁寧に話しをします。会社A劇団

関係者の俳優さんも・監督者も・事務の方も含めてですけ

れどもお給料支払っている会社Aこれは県教委ですね。要

はですね。他劇団への異動指令をだしたり、また会社Aの

下にある教育センターなるものがあったりしますけれども

そこの方からコーチを派遣してよりよい演劇ができるよう
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にということでそういうこともやっています。 
 また会社Bというのがあって、劇団の建物の維持管理を

したりあるいはコーチを派遣したり指導主事さんというや

つです、派遣してくれたり、あるいは観客への補助をする

とこれ子どもたちに対する就学援助とういことですね、こ

れがまあ市町村教委いうことになりますね。もう一つ協会

のようなもので、これは同立に並べられないなということ

で一応協会と名付けていますけど文科省ですよね。脚本や

構想といったプロット要は学習指導要領を作るわけですね。

講演方法に関するいろいろな諸注意をするということです。

その他いろいろなお達しを出してくる、こういうもので劇

団というのは成り立っていて、特に協会が出す学習指導要

領なるプロットいうのがとても重要になってきます。 
 最近学校は、変わらなければならないということでお達

しが出されています。これも管理会社を通じて劇団にも行

くわけですね。また、これからはもっと創造性を発揮した

劇をしてくださいね、これ「特色ある学校」というやつで

すね。これからもっとオープンにしてください「開かれた

学校」というやつですね。こういうので学校評議員制度が

できたり、学校支援地域本部制度なるものができたりして

いるわけですね。また、これからは個々の観客に応じた公

演を行って得るものが多いようにしましょうということで

「個に応じた指導を」しなさいということになっています。

これが非常に学校の中では先生方を苦しめている面もある

んじゃないかと思いますが、これは仕方がないかなと。ま

た、これからもっと考えさせる公演にしてくださいと知識

技術以外の学力の獲得これは思考力とか判断力とか表現力

といったそういった部分でちゃんと成長できるようなそう

いうものを公演してください、授業をしてくださいという

ことがいわれていますね。なかなか見えにくい力を育てる

ことは、非常に大変かなという風に思うのですけれどもそ

ういう風になってきています。それと近年の議論でもっと

俳優が公演に専念できる体制にしてくださいと「チーム学

校」の議論がなされている。いろんなこういったお達しが

なされています。 学校事務職員さんにこの「チーム学校」

のいう議論がどう影響していくのかなというのはいろいろ

議論を見ているのですけれども私の中では２つ議論が分か

れているなという風に感じておりまして、認識しておりま

す。 １つは学校事務職員というのをもっと教育をアシス

トするような機能をつけた方がいいのではないかとそうい

ったところと、もう１つは自民党の案の中に出ているので

すが校務運営主事という案ですよね。校長先生の言ってみ

たら学校管理職の秘書になるようなそういうイメージで、

学校事務職員を位置づけようとしているそういった２つの

議論が今なされています。これも根本的に今後どうなって

いくのか議論を見ていかなければいけないのだろうなと思

っております。こういったお達しなどがなされているのが

現状です。 

 今現在、脚本も変えましょうという話になっています。

脚本のそもそもの原本ですね学習指導要領のプロット部分

から変えてくださいという議論がなされていて、各学校で

非常に今多様な脚本というのが作られているというのが現

状です。昔であればどの舞台でも同じ脚本でよかった訳で

すね、どの学校に行っても同じ脚本だ、それでもよかった

のです。しかし、現在は舞台の環境を子どもや地域、学校

の取り巻くいろいろな事情というのがあると思うのですけ

どそれにあった脚本を作りましょうという事になっていま

す。また、以前は担当する役教科等のテキストさえあれば

よかったのです。教科書があって舞台が用意されていてそ

こで俳優さんが自由勝手気ままにいろんな演技をしてさあ

楽しいぞ、そこで終わっていたのですけど、それが今は役

同士のつながりを考えたそれなりの脚本にしないといけな

いよとまあこんな事になってきています。 
 また以前は一方通行の演目座学だけでよかった訳ですけ

ど、これからは座学じゃだめだよと観客が自ら動く演目体

験活動等をどんどん入れてくださいねと先ほど知識・技術

以外の力をつけさせなければいけないよねという話をしま

したけれども、自ら動いてそこで考えて手に入れられる力

じゃないといけないというようになっておりまして、ここ

でも随分と脚本が変わってきています。それと以前は観客

の学んだ感激、学びの効果というのは観客がそれぞれ得て

くれればいいよとそれ以上私たちはタッチしませんといっ

たことがあったのですけれども、今はその効果のフォロー

までしないといけない要は力が手に入らなかったならば次

の指導の時に改めてそれを踏まえた指導をしてより力を得

られるようにしましょうというそういうことですね。随分

と脚本というのを変えなければならないというのが現状で

あるということで先生方はいろいろと頭を悩ませていると

いうわけです。 
カリキュラムマネジメントというのはこういったカリキュ

ラムを前提にして、どんなものなのかということなのです

が、劇団それぞれ学校が掲げている目標というのがあるわ

けですけども、それは地域や子どもの現状を踏まえてどん

な力をつけさせればいいのかということを掲げるわけです

が、その目標の達成のためにオリジナルの脚本を作って限

りある資源の中でそれに沿った舞台を用意して環境を用意

して実際に公演を行ってそれに対する評価を行ってさらに

はよい脚本をつくるといった一連の営みのことがカリキュ

ラムマネジメントというわけです。 
 カリキュラムマネジメントを図化すると非常にシンプル

なもので、目標があって脚本が作られて環境の整備もおこ

なって実施し評価し、また新しい脚本を作っていくこうい

うことになっているのであります。今学力の話であると学

力がもし目標とするものがつかなかったということであれ

ば時間割そもそも見直しをするだとか、組織体制をそもそ

もかえるとか、そういったところから改めてカリキュラム
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の見直しをしていくというそう改善をしていくということ

です。活動をしていく上でキーマンになっていく人が誰か

ということでそれは当然ながら当たり前ですけれども校長

のリーダーシップ、校長のリーダーとしての存在になるわ

けですね。このリーダーシップというのをちゃんと発揮し

なければ結局カリキュラムというのは動いていかないマネ

ジメントもされないということになります。昔は、校長先

生がどかっと座ってそれぞれの先生方がそれぞれの俳優さ

んが好き勝手に演じていれば、それで終わりでいいよねと

いう話だったのだけれども、今はそういうことじゃないよ

ね、ということになっているのでリーダーシップを持って

ちゃんとしたカリキュラムが運営されていくということを

考えていかなくてはいけない。ということになるわけです。 
 現在、監督である劇団長である校長先生への期待という

のが随分高まってきています。当然ながら法律論の話にな

りますが、目標設定であるとか脚本作りの編成権ですよね、

これは監督である校長先生の権限です。監督のマネジメン

ト力量を上げる必要がある訳ですね。もちろん、もしおか

しなものを作った場合は教育委員会が指導を加えることは

これ当然できるわけですけれども、一応校長先生が責任を

持つということになっているわけです。従来の校長先生の

あり方というのは皆さんもご存じの通り一般の教員がいて、

そこから主任の先生になり、そして次に主任の経験を何年

か踏まえそして教頭職になったりあるいは行政職になった

りしていろいろな経験を積んで、校長になるというその間

にいろんな試験を受けなくてはいけません。これはオン・

ザ・ジョブ・トレーニングという成長の仕方力量形成の仕

方になるわけですね。これはとても属人性が高いわけです

ね。属人性、つまりそれぞれの教科、それぞれの校長によ

ってどんな力を得たのかというのがよくわからない、とり

あえず力はありそうだぞとそういったことだったわけです

ね。マネジメント力量があるのかどうかよくわからないけ

れどもまあやってくれそうだという期待のもとで一応は校

長にしてそれでがんばってもらおうということをしていた

のですけど、これからは、それはよくないよねということ

で属人性の高さを何とかコントロールしていこうという試

みが様々な形で今なされているわけです。都道府県教育委

員会や教育センターによる体系的な研修というのがいろい

ろな形でなされています。これは何年目研修という形で定

義されていたり、あるいはミドル研修管理職のなる前の研

修やあるいはなった後の研修といった形で研修を整備して、

しっかりとマネジメント力量をつけさせるという体制とい

うのが昔と比べて随分整備されてきている訳ですね。また

国としても文科省の財団教員研修センターという財団のよ

うなものがありますけれどもそちらの方で研修を行って都

道府県の中から優れた人を選抜して教員研修センターでい

ろいろと研修を積んでもらうと。事務職員の方もあります

ね。優秀な人を選抜して、あるいはモデル事業ということ

で校長先生を養成するためのいろんな養成モデルを作って、

大学やいろんな企業等も関わってそういうことをやってい

ます。また私が所属しています日本教育経営学会には、事

務職員の中にも入られている方も実はいらっしゃいますし、

日渡円先生も入っておられる学会ですが、そちらの方では

校長の専門職基準というものを作っておりまして校長の力

量というのを大まかに７つに区分してその７つの区分の下

でどんな研修を組めば力量が育つのかという研修開発とい

うのを行っているところです。これによって属人性を排し

てどんな校長も校長になるという段階で一定の力を持つよ

うにしましょうとそんなことをやっているわけです。 
教員の世界ではこういった事がなされているわけですけ

れども、事務職員の世界では伺っている限り、また私の読

んだ本の限りになりますけれどもそれぞれの都道府県によ

って随分と差があるなと感じているところです。もしかし

たらこのような専門職基準といったものをある程度グラン

ドデザインというのがありますけれども、それを基にして

研修開発などもしていく必要があるのではないか、研究職

というのがそれにもっと貢献すべきではないのかというの

はこの１年間考えているところです。私がどういう風に関

われるかわかりませんし、もしかしたらほかの先生方著名

な清川先生や藤原先生やいらっしゃいますけれども先生方

と一緒に何か考えて行く必要があるのかもしれません。 
ところで、カリキュラムに関してこれは絶対押さえておか

なくてはいけない、知っておかなくてはいけないことに、ア

クティブ・ラーニングというのがあります。これ長崎県立大

学という私の勤務校で、すでに実践しているところです。こ

れを小中学校の方でも高校の方でもしようという話が出て

いるのは皆さんご存じの通りかと思います。初等中等教育に

おける教育課程等の基準のあり方についてという諮問が平

成２６年に出されました。こちらの方もうそろそろ来年か再

来年ぐらいには学習指導要領が変わることになるわけです

ね。この中でアクティブ・ラーニングはこのようにいわれて

います。ここは最初からちょっと読ませていただきます。

「ある事柄に関する知識の伝達だけに偏らず学ぶことと社

会とのつながりをより意識した教育を行い、子どもたちがそ

うした教育のプロセスを通じて基礎的な知識・技能を習得す

るとともに実社会や実生活の中でそれらを活用しながら自

ら課題を発見し、その解決に向けて主体的共同的に探求し学

びの成果等を表現し、さらに実践に生かしていくようにする

ことが重要である。そのために子どもたちに力を育むために

は何を教えるかという知識の量の改善はもちろんのこと、ど

のように学ぶかという学びの質や深まりを重視することが

必要であり課題の発見と解決に向けて主体的共同的に学ぶ

学習いわゆるアクティブ・ラーニングやそのための指導の方

法等を充実させていく必要があります。」とこんな風にいっ

ているわけですね。課題の発見と解決に向けて主体的共同的

に学ぶ学習がより学校の中に入ってくるということです。 
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なんかイメージがつかないかというところもあるかと思

いますがアクティブ・ラーニングという風にいってもいろ

んなタイプがあります。これは長崎大学の山﨑先生が作ら

れた図(全事研熊本大会第３分科会配布資料参照)なのです

けども、構造の自由・構造というのは学び方と考えてくれ

ればいいわけですが、その自由度と活動の範囲というとこ

ろで２つの象限でわけますと、構造の自由度・活動の範囲

高い・広いでいきますとプロジェクト学習というのを想定

して、これが１番負担が大きい学習ということになります。

また構造の自由度が高い、かつ活動の範囲が狭いというこ

とになると問題基盤学習シミュレーションゲーム・ケース

メソッドもしこうだったらどうしますかといったようなも

う課題が与えられた状態で行うものがこちらの学習です。

構造の自由度が低くて活動の範囲が広いものこれはプレゼ

ンテーション・ポートライティング・ディベート普通に学

校の方ですでに取り組まれていることになりますね。活動

の範囲が狭く、構造の自由度が低いもの１番左下の象限の

方にいきますと振り返りシートとか事業学習演習・実験調

査とかそういったものがあるというわけです。一口に言っ

ても非常に多様なもので、もうすでに学校の中で取り組ま

れているものもこれはアクティブ・ラーニングという風に

一応は言っています。しかし、わざわざアクティブ・ラー

ニングというからには、おそらくは文部科学省は、そんな

簡単なことは考えてないのだろうなと思います。つまりプ

レゼンテーション、レポートライティング、ディベート程

度でアクティブ・ラーニングを導入したなんいうことは多

分言わないのだろうと思います。もうちょっと難しいもの

を学校の中に入ってきそうだと私は判断しています。特に

プロジェクト学習のようなものが入るのではないかという

ことです。プロジェクト学習とはどんなものかということ

で、ちょっと大学で行われているものを、これは非常に大

きいものなので参考にはならないかもしれませんが、ミニ

プロジェクトで、もしかしたら入るかもということでちょ

っとだけ紹介させていただきます。 
 
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★                                                                        

 
◎九州地区事務研究会役員研修会が開催されました 
 去る９月４日（金）熊本市の崇城大学市民会館で開催さ

れました。長事研からは、上戸会長と佐藤副会長が参加し

ました。この会は、毎年この時期に開催されていて今回で

18回を数えます。今回は特に全事研熊本大会の総括と今後

の全事研全国大会に対するかかわり方について話し合いが

持たれました。 
 まず、会議の冒頭全事研熊本大会実行委員会宮本委員長、

藤川顧問、上田事務局長、今坂分科会運営部長より九州各

県支部に対してお礼の言葉が述べられました。その後、各

県に分科会助成金が渡されました。また、九州地区の課題

であった全事研全国大会に対する今後の関わり方について、

まず全事研大会 50 周年記念大会（千葉大会）の分科会担

当支部に関する案件については、統括事務長制などで全国

的に注目を集めている佐賀県に担当していてだくことにな

りました。(正式には、佐賀支部の決定を待ってから) ま

た、平成 31 年度以降の全事研全国大会の主管（開催）支

部に関する案件については、平成 38 年に九州地区で開催

することを全事研に対して意思表明することで一致しまし

た。今後は、未開催県中心に大会の規模や内容など開催す

るためには変える必要がある点などを検討していく事で結

論に達しました。今後、この件については、長事研も積極

的に関わっていく必要があるようです。また、全国大会、

全事研セミナーを利用し、九州地区の話し合いを持つなど

連携をさらに深めていくことが確認されました。（H28～
H29 年度は長崎が九州地区委員長を務めることになりま

す。） 
 
◎事務の共同実施に係る意見交換会（県教職員課主催） 
 去る、９月７日（月）県教育委員会で開催されました。

この会は「事務の共同実施について、課題や共有や意見の

交換をすることにより、学校の活性化をより一層図るため

の共同実施の在り方を考える」ことを目的に開催されまし

た。会には、職員団体、各地区の事務研究会の代表の方々

計 13 名が参加されました。長事研からは上戸会長が参加

いたしました。会議の冒頭で､全事研熊本大会の支援に対し

て感謝を述べ、その後熊本大会で発表したグランドデザイ

ンについてその概要を報告いたしました。 
 
◎お知らせ 
九州各県の研究会の案内 
・第 37回佐賀県公立小中学校事務研究大会 
  日時：平成 27年 11月 13日（金） 
  場所：県立男女共同参画センター外 
・第 36回鹿児島県小中学校事務研究大会 
  日時：平成 28年 1月 14日(木)～15日(金) 
  場所：かごしま県民交流センター 
・第 52回宮崎県公立小中学校事務研究大会 
  日時：平成 28年 1月 15日（金） 
  場所：新富町文化会館 
  
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇  

 
〈会報連絡先〉 
長崎市立三和中学校：南部 省吾 
TEL 095-892-1119  FAX 095-892-2474   


